
施策名：障がい者が安心して暮らせる地域生活の推進

事業名 担当課・室名

親なきあと支援体制構築事業 障害福祉課 1 / 3

障がい者差別解消・権利擁護推進事業 障害者社会参加推進室 1 / 3

障がい者等歯科医療推進事業 健康づくり支援課 1 / 3

障がい者福祉施設整備事業 障害福祉課 2 / 3

在宅重度障がい者住宅改造助成事業 障害福祉課 2 / 3

精神障がい者地域移行・定着体制整備事業 障害福祉課 2 / 3

障がい者芸術推進事業 障害者社会参加推進室 3 / 3

国際車いすマラソン大会開催事業 障害者社会参加推進室 3 / 3
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－３－（１）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 3,908 ③ 目標値 18 18 18

 ( R1 ～ ) ② 602 ④ 実績値 18 18 －

 [市町村] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 5

実績値 20

達成率 400.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 6,958 ③ 目標値 18 18 18

 ( H28 ～ ) ② 3,555 ④ 実績値 18 18 －

 [市町村] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 2

実績値 1

達成率 50.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 10,000 ③ 目標値 2 2 2

 ( R2 ～ ) ② 2,000 ④ 実績値 2 2 －

 [施設] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 2,880

実績値 2,777

達成率 96.4%

市町村での地域生活
支援拠点等整備

Ａ障害福祉課

　障がいのある方の「親なきあと」を見据
え、障がいのある方が引き続き地域で生活で
きる環境を整えるため、相談員の養成等を実
施する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

アドバイザーの派遣
回数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

1

親なきあと支援体制構築事業 ①親なきあと相談員の養成・活用
  ・相談支援専門員等を対象とした親なきあと相談研
　　修会を開催（４地域×２回、２地域×１回）
　・市町村による親なきあと相談会へ親なきあと相談
　　員を派遣（10市町村）
　・相談を有資格者につなぐためのスーパーバイザー
　　の配置

②地域生活支援拠点等の整備促進
　　緊急時の相談や受入・対応など、居住支援のため
　の機能を備える地域生活支援拠点等の整備及び機能
　の拡充・強化を図るため、アドバイザー派遣を実施

③相談者向けリーフレットの作成（２種類）
　(１)制度説明版
　(２)エンディングノート版

302

　親なきあと相談員の養成や、市町村での地域生活支援拠点等
整備を促進するためのアドバイザー派遣により、全ての市町村
において地域生活支援拠点等整備が完了し、障がいのある方の
生活を地域全体で支えるサービス体制の構築が進んだ。
　引き続き相談員の研修や育成、アドバイザー派遣を行いなが
ら、各市町村での地域生活支援拠点等の機能強化・拡充のた
め、運用状況の検証・検討を行っていく。

[回]

目標値

(うち国庫支出金)
実績値

4,988 4,888
達成率(0) (248)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

2

障がい者差別解消・権利擁護推進事業 ①障がい者差別解消・権利擁護推進センターの設置
　・専門相談員：２名配置
　・相談件数：1,769件

②手話理解促進事業
　・手話の理解促進を図るためポスター、動画の作成
　・指差しコミュニケーションボードの作成、普及
　・手話通訳者養成のための研修会の開催
　（委託先：（社福）大分県聴覚障害者協会）

③普及啓発事業
　・障がいへの理解を深めるための企業向け出前講座
　　の開催（17回）
　・合理的配慮法的義務化に向けた啓発動画制作
　・障がいのある方が周囲から援助や配慮を受けやす
　　いようヘルプマークを配布（1,076個）

2,228

14,288
達成率 93.3%(0) (5,371) [人]

予算額 決算額
(うち翌年度繰越額)

障害者差別解消法に
基づく職員対応要領
を制定する市町村 Ａ障害者社会参加推進室

　「障がいのある人もない人も心豊かに暮ら
せる大分県づくり条例」に基づき、障がい者
に対する差別の解消と権利擁護の推進を図る
ため、必要な相談体制等を整備する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

障がい者差別解消支
援地域協議会の開催
回数

決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　障害者差別解消法及び県条例の普及啓発と障がいへの理解を深め
るため、企業等を対象とした出前講座の開催や相談窓口への専門相
談員の配置、障がいのある方へのヘルプマークの配布などを実施し
た。また、手話理解促進事業により、手話への関心と聴覚障がい者
への理解を深め、手話通訳者の養成を行った。
　令和６年４月の改正法施行により、企業等の合理的配慮の提供が
義務化されることから、さらなる周知に向けた取組を推進する。

[回]

虐待防止研修参加者
数

目標値 150予算額

140
14,406

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

3

障がい者等歯科医療推進事業 ①障がい者等歯科医療推進事業
　　障がい児者の高次歯科診療施設への運営費助成
 　（補助率1/2）
　　・補助先：別府発達医療センター
　　　　　　　大分県口腔保健センター

②障がい者等歯科診療感染症予防支援事業
　　障がい児者の高次歯科診療施設における感染症予
　防のための取組に要する費用の助成
 　（定額補助）
　　・補助先：別府発達医療センター
　　　　　　　大分県口腔保健センター

12,000

[点]

県内の障がい児者高
次歯科診療所数

Ａ健康づくり支援課

  障がい児者に対する専門的な歯科診療の充
実を図るため、障がい児者の高次歯科診療施
設の運営に対し助成する。また、感染した場
合に重症化しやすい障がい者等に対する新型
コロナ感染症への対応として、診療所におけ
る感染予防に関する費用を助成する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

大分県口腔保健セン
ター受診患者数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　１歯科診療所の歯科医を１名増員し、診療体制を強化した結
果、前年度から延べ受診患者数は539人増となる2,777人、
診療保険点数は874,580点増となる3,392,728点となった。
　引き続き運営費及び感染症予防に関する経費の助成を行い、
障がい児者歯科診療所維持に向けた支援を継続する。

[延べ：人]

大分県口腔保健セン
ター診療保険点数

目標値 4,120,000
予算額 決算額

達成率 82.3%(0) (0)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値 3,392,728

12,000

－1－
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－３－（１）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 158,845 ③ 目標値 7,440 7,510 7,991

 ( S43 ～ ) ② 8,116 ④ 実績値 7,863 8,414 －

 [人] 達成率 105.7% 112.0% －

 目標値 1

実績値 2

達成率 200.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 1,636 ③ 目標値 6 6 6

 ( S58 ～ ) ② ④ 実績値 8 8 －

 [市町村] 達成率 133.3% 133.3% －

 目標値 10

実績値 12

達成率 120.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 2,483 ③ 目標値 90 95 95

 ( H27 ～ ) ② 852 ④ 実績値 85 78 －

 [件] 達成率 94.4% 82.1% －

 目標値 10

実績値 3

達成率 30.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

4

障がい者福祉施設整備事業 ①障がい者福祉施設整備
　　障がい者福祉施設の施設等整備を行う社会福祉法
　人等に対する補助
　　・補助実績：２件
　　・補助率：3/4（国1/2、県1/4）
②ICT導入モデル事業
　　障がい福祉分野の生産性向上を図るため、ICT導入
　に伴う経費を助成
　　・補助実績：13件
　　・補助率：10/10（国2/3、県1/3）
③ロボット等導入支援
　　介護職員の負担軽減を図るため、ロボット等導入
　経費を助成
　　・補助実績：４件
　　・補助率：10/10（国2/3、県1/3）

5,506

188,800
172,467

(120,581)

障がい福祉サービス
利用定員

Ａ障害福祉課

　障害福祉サービスの充実を図るため、社会
福祉法人などが行う施設整備に対し助成す
る。また、介護職員の負担軽減を図るため、
ロボット等の導入に対し助成する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

施設整備数 事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　児童発達支援センターやグループホームの創設・大規模修繕
等障害福祉サービス提供基盤の整備に対する支援を実施したこ
とで、障がい者が地域で暮らし働ける環境の充実が図られた。
　今後も、障害福祉サービスの充実を図るため、整備に対する
支援を継続する。

[施設]

目標値
予算額 (うち繰越事業費)

決算額

達成率(12,398) (115,032)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

5

在宅重度障がい者住宅改造助成事業 ①住宅設備の改造経費の助成
　　在宅の重度障がい者（児）の現に居住する住宅の
　玄関等の設備を、その障がいに適するように改造す
　る費用を支援する市町村に対し助成
　　・補助実績：12件
　　・補助率：生活保護世帯 1/2、その他世帯 1/3
　　・補助限度額：600千円

1,636

助成実施市町村数

Ａ障害福祉課

　障がい者の生活環境整備、地域移行促進の
ため、在宅の重度障がい者（児）又はその障
がい者と同居する者が、住宅設備をその障が
い者に適するよう改造する経費を支援する市
町村に対し、市町村補助額の２分の１を助成
する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

助成交付件数 事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　市町村と連携して当該事業の周知を図り、助成実施市町村数
は目標を達成した。
　引き続き住宅設備の改善が必要な障がい者を支援する市町村
に対して助成し、生活環境の整備及び地域移行を促進する。

[件]

目標値
予算額 決算額

達成率(0) (0)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

2,309

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

6

精神障がい者地域移行・定着体制整備事業 ①体制整備
　・圏域単位での地域移行支援協議会の開催（６回）
　・精神障がい者地域移行ＷＧの開催（２回）
　・地域移行専門員による、精神科医療機関と地域と
　　のマッチングの実施
　・モデル市町村での地域ケア会議の開催
②人材育成
　・地域移行・地域定着促進研修会の開催（６回）
　・精神障がい者地域移行・地域定着アドバイス事業
　　　相談支援専門員の質の向上を図るため、アドバ
　　イザーを派遣（３回）
③退院支援
　　措置入院者等に対する退院支援計画の作成
　（21回）
④連携強化
　　精神障がい者ピアサポーターの養成・活用

799 地域移行支援・地域
定着支援サービスの
利用件数 Ｃ障害福祉課 642

　精神障がい者が安心して地域で生活できる
ようにするため、保健・医療・福祉関係者に
よる協議の場を設置し、関係者間の連携を強
化するとともに、アドバイザー派遣などの人
材育成を行い、支援者の質の向上を図る。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

相談支援専門員（ア
ドバイザー）の派遣
件数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　県及び圏域ごとの協議の場を設け、関係者間の連携を強化す
るとともに、専門性の高い相談支援専門員（アドバイザー）を
相談支援事業所に派遣し、地域移行・定着支援の推進を図った
が、新型コロナウイルス感染症の影響により、医療機関への立
ち入りが制限されたため、目標を下回った。
　今後は、関係者間の一層の連携強化や人材育成を行いなが
ら、精神障がい者の地域移行・定着を推進していく。

[件]

長期入院者の退院支
援件数

目標値 3予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 1
6,700 5,376

達成率 33.3%(0) (1,140) [件]

－2－
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－３－（１）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 31,021 ③ 目標値 18 18 18

 ( R1 ～ ) ② 5,428 ④ 実績値 17 17 －

 [市町村] 達成率 94.4% 94.4% －

 目標値 5

実績値 12

達成率 240.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 35,000 ③ 目標値 2,300 2,300 2,300

 ( S56 ～ ) ② 2,922 ④ 実績値 2,157 2,295 －

 [人] 達成率 93.8% 99.8% －

 目標値 3

実績値 6

達成率 200.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

7

障がい者芸術推進事業 ①おおいた障がい者芸術文化支援センターの運営
　・事業所等に対する相談支援
　・障がい者アートアシスト研修の実施（２回）
　・障がい者アーティストによる小学校でのワークショップ
　　の開催（２回）
　・作家・作品の調査発掘、ＨＰ等での情報発信
　・企画展やオープンアトリエ、公募型ワークショップ等の
　　創造・発表・鑑賞機会の確保
　（委託先：（公財）大分県芸術文化スポーツ振興財団）
②東アジア文化都市関連事業
　　温州市・済南市（中国）、慶州市（韓国）、大分県の各
　開催都市から、障がいのある人が制作した作品を一堂に集
　めた展覧会を開催（10/3～10/30）
（展示作品数：計40作品、6,422人来場）
③芸術文化を活用した障がい者の社会参加促進事業
　・ときめき作品展の開催（出展数：516作品）
　・誰でも楽しめる映画館の開催（２回、187人）

4,275 障がい者アートを実
施する市町村

Ｂ障害者社会参加推進室

　障がい者の芸術文化活動を継続・発展させ
るため、おおいた障がい者芸術文化支援セン
ターを運営し、福祉事業所等に対する相談支
援や芸術文化活動の発表・鑑賞機会の提供等
を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

出張オープンアトリ
エの開催施設数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　令和元年に開所した「おおいた障がい者芸術文化支援センター」
において、創造・発表・鑑賞の機会の提供や、セミナー等を通じた
人材育成、創作等に関する各種相談対応等を行ったほか、県立美術
館で企画展を開催し、3,130人が観覧した。また、「東アジア文化
都市関連事業」では、各開催都市から計40作品を集めた展覧会を開
催し、6,422人が観覧した。
　引き続きセンター機能の充実を図るとともに、県内各地での創作
活動を支援することで、芸術を通じた障がい者の社会参加を促進し
ていく。

[施設]

作品等の発掘調査回
数

目標値 5予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 5
40,745 40,724

達成率 100.0%(0) (13,353) [回]

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額
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国際車いすマラソン大会開催事業 ①第41回大分国際車いすマラソンの開催
　・日時：令和４年11月19日（土）、20日（日）
　・種目：マラソン、ハーフマラソン
　・参加者数：選手 158人、ボランティア 2,137人
　・委託先：大分県障がい者スポーツ協会

②東京パラレガシー障がい者スポーツ推進事業
　・県内企業における障がい者スポーツ理解促進
　・総合型地域スポーツクラブを中心とする環境整備

37,922
達成率(0) (10,000)

参加者数（登録選手
数＋ボランティア
数） Ｂ障害者社会参加推進室

　共生社会の実現に向けた機運の醸成及び障
がい者スポーツの推進を図るため、第41回大
分国際車いすマラソンの開催や障がい者ス
ポーツ環境の整備に資する事業を実施する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

協力者説明会実施回
数

決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　新型コロナウイルスの感染状況をみながら、海外選手の一般
参加や沿道での応援の復活など、ウィズコロナの大会運営を行
い、成功裏に終えることができた。また、県内企業や商工団体
の障がい者スポーツへの理解を促進するとともに、身近な地域
でスポーツに取り組める環境づくりに向けて総合型地域スポー
ツクラブへのアプローチを行った。
　引き続き共生社会の実現に向けた意識醸成及び障がい者が地
域でスポーツに取り組める環境づくりを進める。

[回]

目標値
予算額

37,923

－3－


